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Active learning in psychiatric nursing












































































①TBL（Team Based Learning）における IIRAT
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表 1 授業概要

















































（ 1 ）学生66名を 8 グループに分け 1 グループ 8 名
で 2 グループのみ 9 名となった。
（ 2 ）グループ分けの方法はくじ引きにし、教員や
学生の恣意的な考えが入らないようにした。







表 2 症例 1－①









尿一般検査 生化学検査 凝固検査 動脈血液ガス分析
尿アミラーゼ(U/l)：2390 ALP(U/l)：483 PT(秒)：20.6 pH：7.359
AST(U/l)：108 活性(％)：41 PaCO2(Torr)：26.5
血液一般検査 ALT(U/l)：104 INR：1.89 PaO22(Torr)：75.7
RBC(万/μl)：452 LD(U/l)：422 APTT(秒)：74.5 HCO3－(mEq/l)：14.6

















表 3 症例 2
症例 2






BT34.8 P50 BP102/65mmHg R12
検査データ









































なかった。注意を共有する指さしなどの共同注意行動が 1 、 2 歳でみられたかどうかについては母の記












































































































今回の講義は面白い 17 21 2 0 40
グループ決めの方法
はよかった 7 26 7 0 40
事例の数は適切だった 7 29 4 0 40
講義時間は不足して












適切だった 10 23 6 1 40
グループテストで理
解が深まった 14 19 7 0 40
教員へのアピールを考
えるのは学びになった 12 23 5 0 40
今回のテストはいつも





















































































13 25 2 0 40
教員からの講義が必
要だった 8 24 6 2 40
事例 5つ以外の内容






















1 ）他者評価では 5 の評価を受けた学生は45名
（約68％）であった。
なお、グループ内での個人評価には、欠席 1
日につき 1 点の減点としている。欠席があり 5
点をとれていない学生は 5 名。欠席がなく 5 点
取れていない学生は16名であった。16名中もっ
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